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 目的 資料・方法（実施予定月） 

基礎 

・「振り返り」の効果と「学習の調整」との関連、「学習の調整」と「主体的な

学習」との関連、デジタルを活用することの効果について研究する。 

・過去の研究・実践事例を調べる。 

・中学校学習指導要領   ・小学校学習指導要領 

・高等学校学習指導要領  ・各種実践事例 

・東京都教育ビジョン（第５次）           （４月～５月） 

調査 

・近隣の小学校の算数科の授業について、どのような振り返りを行い、次の学

びにつなげているのか、児童の実態を教員にインタビュー調査する。 

・府中市内公立中学校の生徒の学び方や、主体的に学習に取り組む態度につ

いて、生徒の実態を調査する。 

・小学校の教員に対して質問紙調査を実施 

・生徒に対して質問紙調査を実施 

・中学校１~３年の授業見学（行動観察・実態把握）   （５月～６月） 

開発 
・検証授業に向けて、単元全体を見通した授業・評価計画を立案する。 

・教材の開発を行う。 

・単元指導計画、学習指導案の作成 

・デジタル振り返りシートの開発           （６月～８月） 

検証 ・授業実践を行い、開発した教材および、仮説の効果の検証を行う。 
・検証授業の実施 

・生徒に対して意識調査を実施（アンケート）    （９月～１１月） 

 

【教科等の課題】 

「学習した内容について、分かった点やよ

く分からなかった点を見直し、次の学習に

つなげることができていますか」という設

問に対して、明確にあてはまると答えた東

京都の生徒の割合が 23.7％ 

（令和７年度 全国学力・学習状況調査） 

 

【東京都教育委員会の教育目標】 
・互いの人格を尊重し、思いやりと規範
意識のある人間 

・社会の一員として、社会に貢献しよう
とする人間 

・自ら学び考え行動する、個性と創造力
豊かな人間 

        
【東京都教育ビジョン（第５次）】 
【柱１】自ら未来を切り拓く力の育成 
・デジタルを活用したこれからの学び 
・授業改善に資する研究・研修の推進 
・子供が自ら学び方を選択し、自立し
た学習者になることを目指した授業
づくり 

・一人１台端末活用の日常化に向けた
取組を一層推進 

【社会背景】 

予測困難な時代において、ＩＣＴも活用

しながら、自分で課題を設定し振り返り、

責任をもって行動する力等、自ら学習を調

整しながら学んでいくことができるよう、

「個に応じた指導」を充実することが必要

である。 

（令和５年３月 東京都教育委員会 デジ

タルを活用したこれからの学びの提案） 

【今日的な教育課題】 

・デジタルを活用した学び方の転換（令和

７年３月 東京都教育施策大綱） 

・問題解決の過程を振り返って評価・改善

しようとする態度の育成（中学校学習指

導要領解説数学編（平成 29 年３月）） 

【育てたい生徒像】 
・学習した内容の振り返りを生かし、主体的に学習に取り組む生徒 
・生涯にわたって、自ら成長しようとする意欲を高め、自分らしく成長できる生徒 

【研究主題】     中学校数学科における主体的に学習に取り組む生徒を育成する授業改善 

  －生徒の振り返りに対する教員のフィードバックにおける生成ＡＩの活用を通して－ 

【研究仮説】毎時間の授業における振り返りと教員による個別のフィードバックを継続し、 

生徒の学習状況に応じた授業を行うことで、生徒の「主体的に学習に取り組む態度」が向上するだろう。 

【主題設定の理由】 
東京都教育ビジョン（第５次）では、生徒が自立した学習者となることを目指した授業づくりの重要性が示されている。また、東京都教育

施策大綱では、デジタルとリアルを最適に組み合わせた学びの展開が明記されている。さらに、中学校学習指導要領解説数学編（平成 29 年

３月）では、生徒が問題解決の過程を振り返り、評価・改善しようとする態度の育成が重視されている。これらの資料はいずれも、生徒が学

んだ内容を振り返り、次の学習に生かすことができるよう、教員が授業を設計・改善することの重要性を示している。生徒が学習内容を深く

理解し、問題解決の過程を主体的に考え、振り返りを通して次の学びに生かすためには、教員が生徒の学習状況を的確に把握し、それを基に

授業改善を行うことが不可欠である。そこで本研究では、１単元を通して、教員がデジタルを活用し、毎時間の生徒の振り返りに対してフィ

ードバックを行うとともに、その内容を授業改善に生かす取組を行う。以上の手だてを通して、生徒の主体的に学習に取り組む態度の育成を

図ることを目的とし、本主題を設定した。 

 

【副題設定の理由】 
生徒の主体的に学習に取り組む態度の向上を目指し、本研究では、生徒が問題解決の過程を振り返り、その内容に基づいて教員がフィード

バックを行い、指導改善に生かすことを重視した。そこで、生成ＡＩを活用してフィードバックの下書きを作成する方法について検討した。 

さらに、こうした手立てを基盤として、生徒の振り返りを教員が継続的に把握し、指導改善に生かす仕組みや、生徒が自ら学習を調整しよう

とする姿が授業の中で表れるような授業設計について、実践と改善を行う。これら一連の取組の有効性を検証するため、本副題を設定した。 

東京都教職員研修センター研修部教育経営課 

府中市立府中第四中学校 主任教諭 冨岡 誠 

【所属校の実態】 
「数学の授業で、分かった点やよく分から
なかった点について、見直していました
か。」という設問に対して、肯定的な回答
をした生徒の割合は 86.4％であった。その
中で明確に「あてはまる」と答えた生徒の
割合は 27.0％であった。 

【先行研究】 
〇数学的活動への取組を促し、生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るための具体的な授業の在り方と評価方法等の実践研究 
（令和２年度 国立教育政策研究所教育課程研究指定校事業研究協議会） 
○自立した学習者の育成を目指す学びの在り方 －見通し・振り返り・自己調整を大切にして－（令和５年度 千葉県千葉市教育センター） 
〇数学科における効果的な「学習の個性化」の実現 －個別最適な学びと協働的な学びの交互作用による学習の深化－ 
（令和６年度 東京都教育研究員中学校数学部会） 
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研究主題「中学校数学科における主体的に学習に取り組む生徒を育成する授業改善 

－生徒の振り返りに対する教員のフィードバックにおける生成ＡＩの活用を通して－」 

東京都教職員研修センター研修部教育経営課 

府中市立府中第四中学校 主任教諭 冨岡 誠 

第１ 研究のねらい 

現代社会は、Society5.0 の到来やＤＸの加速などにより急速に変化しており、予測困難な

時代にある。学校においても、児童・生徒の多様化や情報化への対応が進む中で、単なる知識

の獲得にとどまらず、学習過程を振り返り自らの課題を把握して学びを調整する力や、他者と

協働しながら学びを深めていく力の育成が求められている。こうした状況を踏まえ、「東京都

教育ビジョン（第５次）」（東京都教育委員会,2024）では、子供が自立した学習者になること

を目指した授業づくりを推進し、主体的・対話的で深い学びの実現を図ることが示されてい

る。また、「デジタルを活用したこれからの学び」（東京都教育委員会,2025）においても、生

徒の振り返りを次の学習に生かし、自立した学習者を育成する授業デザインのモデルが示され

ている。さらに、主体的に学習に取り組む態度の評価については、「学習評価の在り方ハンド

ブック」（国立教育政策研究所,2019）において、①「知識及び技能を獲得したり、思考力、判

断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側面」と、②

「①の粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面」、という二つの側面か

ら評価することが求められている。その具体的な方法として、児童・生徒による自己評価が挙

げられており、生徒が学習を振り返る活動は、主体的に学習に取り組む態度を育成する上でも

重要な役割を担っている。 

そこで本研究では、毎時間の授業終末において「分かったこと」、「分からなかったこと」な

どを言語化する振り返りを行い、教員がその内容を把握し、フィードバックを行う授業実践を

継続する。また、教員が把握した振り返りの内容を次時以降の指導に生かす学習サイクルの構

築を試みる。 

なお、本研究では、生徒が自らの学び方に目を向ける振り返りを引き出すことを意図し、単

元の一部の授業において、生徒自身が学び方や進め方を選択し、問題解決に取り組む授業を取

り入れている。これらの授業設計と、授業後の振り返り及び教員によるフィードバックを組み

合わせることで、生徒が粘り強く課題に取り組もうとする態度や、学習を調整しようとする態

度がどのように表れるのかを明らかにすることを、本研究のねらいとする。 

第２ 研究仮説 

毎時間の授業における振り返りと教員による個別のフィードバックを継続し、生徒の学習状況

に応じた授業を行うことで、生徒の「主体的に学習に取り組む態度」が向上するだろう。 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

(1) 数学科の目標及び学習内容に関する整理 

中学校学習指導要領解説数学編（平成 29 年３月）及び小学校学習指導要領解説算数編（平成

29 年３月）を精読し、算数・数学科の学習目標と、問題解決における振り返りの位置付けを整

理した。その結果、振り返りは学習の結果の確認にとどまらず、学習の過程を捉え直し、次の
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学習に生かすための活動として位置付けられていることが分かった。 

(2) 先行研究及び文献資料の収集 

数学教育における振り返りに関する先行研究を調査した結果、振り返りを通して生徒の学習

意欲や理解を深めようとする実践は多く報告されていた。一方で、毎時間の振り返りを継続し、

その記述内容を次時の指導や授業改善に生かす学習サイクルに関する研究、デジタルによる振

り返りと個別フィードバックを組み合わせた研究は確認できなかった。 

２ 調査研究 

(1) 主体的に学習に取り組む態度に関する調査 

所属地域における「主体的に学習に取り組む態度」の実態を把握することを目的として、「粘

り強い取組を行おうとする側面」及び「自らの学習を調整しようとする側面」の二つの観点か

ら、府中市内公立中学校の第１学年から第３学年の通常の学級に在籍する生徒（n＝4,240）を

対象に、数学の授業に関する質問紙調査を実施

した。なお、本研究では、後述する検証授業を

所属校において行うことから、府中市全体の実

態に加え、所属校（n＝522）の状況についても

把握することとした。 

まず、「粘り強い取組を行おうとする側面」に

関連する設問「難しいと感じる問題でも、最後

まであきらめずに取り組んでいますか。」に対し

て、「あてはまる」と答えた生徒の割合は、府中市全体では 39.8％、所属校では 43.7％であっ

た（表１）。次に、「自らの学習を調整しようとする側面」に関連する設問「分かった点やよく

分からなかった点について、見直していましたか。」に対して、「あてはまる」と答えた生徒の

割合は、府中市全体では 27.4％、所属校では 27.0％であった（表２）。 

(2) 小学校算数科における振り返りの指導の実施状況に関する調査 

中学校段階における生徒の振り返りの実態は、それ以前の小学校段階での学習経験とも関連

していると考えられる。そこで、振り返りの指導の実施状況について、所属校近隣の小学校で

算数を指導する正規教員 40 人を対象に質問紙調査を実施した。その結果、振り返りの実施頻度

は「毎回の授業で行っている」と回答した教員は 27.5％、「２～３コマに１回振り返りを行っ

ている」が 37.5％、「単元の最後に振り返りを行っている」が 22.5％であり、多くの教員が振

り返りを授業に取り入れている。一方、振り

返りを実施する頻度には差が見られた（表

３）。 

また、負担に感じる点として、「児童一人一

人へのフィードバックを記述する時間の確

保」「振り返りによる自力解決の時間の減

少」「ノートやプリントの回収・返却に伴う

業務量」などが挙げられた。（表４）。 

以上のことから、振り返りを継続的に実施

表１ 数学の授業で、難しいと感じる問題でも、 

   最後まであきらめずに取り組んでいますか。 

表２ 数学の授業で、分かった点やよく分からな

かった点について、見直していましたか。 

表４ 振り返りを行うにあたっての課題（複数回答可） 

表３ 所属校近隣小学校の算数科の振り返りの実施頻度 
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するには、教員の負担を抑えつつ、学習改善につながる振り返りの方法を検討する必要がある。 

３ 開発研究 

(1) 「デジタル振り返りシート」の作成 

本研究では、生徒が毎回の授業にて、振り返りをデジタルで記録し、教員が確認・フィード

バックできるように、「生徒用」と「教員用」の２種類のデジタル振り返りシートを作成した。

生徒用は、学習状況や理解の程度を生徒自身が記録するために、教員用は、生徒の記述を一覧

で把握し、指導やフィードバックに生かすために設計した。両者はプログラミングにより連動

させ、入力内容が即時に反映される仕組みとした（図１、図２）。 

 

また、一覧化された生徒の振り返りを基に、生成ＡＩを用いて個別フィードバックの下書き

を作成した上で、最終的に教員が内容を確認・修正し、生徒に返却する運用とした。これによ

り、教員と生徒が振り返りを次の学習や指導に生かす学習サイクルの構築を図った（図３）。  

(2) 生徒の主体的な学習を促す授業の設計 

生徒が既習事項を基に課題に向き合いながら、「粘り強い取組を行おう

とする側面」及び「自らの学習を調整しようとする側面」が学習の過程の

中で具体的に表れるよう、学習場面を設定した。本研究では、「星形多角

形の先端の角の和を求める」課題を扱う際に設定した。 

この課題は、複数の解き方が考えられる中で、なぜその角度の和が 180°

になるのかを、既習の図形の性質に関連付けながら理解することが求め

られる教材である。 

授業では、生徒が友達と相談する、ノートや教科書を見返す、インターネットを活用して解

法を調べる、教員に質問するなど、学習の方法や取り組む順序を自ら選択して課題に取り組み、

その問題解決の過程を振り返りとして言語化する流れを意図的に構成した。ワークシートには

項目  

①生徒情報：生徒名、クラス、 

出席番号、コース 

②日付：授業実施日を記録  

③めあて：授業の学習目標を記入  

④授業理解度：４段階評価で自己評価  

⑤振り返り：  

「わかったこと」「疑問」  

「できるようになったこと」  

⑥先生からのコメント：  

教員用シートから反映されたフィー

ドバックの文  

図１ 生徒用デジタル振り返りシートの一部 

項目  

①生徒情報：生徒名、クラス 

出席番号、コース 

②日付：授業実施日を記録  

③めあて：授業の学習目標を記入  

④授業理解度：生徒の４段階評価  

⑤振り返り内容：生徒が記述した内容  

⑥先生からのコメント：  

生成ＡＩによって作成されたフィードバ

ックを教員が確認・修正し張り付けた文  

図２ 教員用デジタル振り返りシートの一部 

図３ 振り返りを学習に 

   生かすサイクル 
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学習過程を記入する欄を設け、生徒が

自らの学習状況を振り返りやすくした

（図４）。以上のような授業設計によ

り、生徒が学習方法を選択・調整しな

がら課題に向き合い、問題解決に取り

組む経験を重ねることで、主体的に学習に取り組む態度の育成につながると考えた。 

４ 検証授業 

(1) 検証授業の目的と概要 

所属校第２学年の数学科「図形」分野の単元「図

形の性質の調べ方を考えよう」において、１クラ

ス 15 時間、３クラスで授業を行った（表５）。  

本検証授業では、開発した教材及びデジタル振

り返りシートを用いた授業実践や指導改善を通し

て、生徒の主体的に学習に取り組む態度に与える影響を明らかにすることを目的とした。  

(2) 授業の流れと生成ＡＩを活用したフィードバック 

毎時間の冒頭で、前時に記入された振り返りの記述の中から数人分を抽出し、教員が全体に

紹介した。この活動は、他者の振り返りに触れることで、学習の捉え方や振り返りの観点を共

有し、自らの学習を見直す視点を広げることをねらいとして行った。本来は、生徒が他者の振

り返りを各自の端末で参照できる形を想定していたが、システム上の制約により教員による提

示とした。その後、ワークシートを中心に授

業を展開し、授業終末の約５分間に振り返り

を実施した。フィードバックについては、生

成ＡＩを用いて下書きを作成し、教員が内容

を確認・修正した上で生徒に返却した。なお、

生成ＡＩに与えたプロンプトは（表６）のと

おりである。生徒の実際の振り返りの記述

と、それに対するフィードバックの一例を示

す（表７）。 

図４ 授業内の学習計画記入欄  

月/日 

(曜日) 
学習計画 実際の学習活動 

例 

10/28 

(火) 

何を使って調べますか。 イ・紙・他 

 ５ 分 自分で紙に書いて調べる                   

 10 分 友達に聞いて調べる                     

何を使って調べましたか。 イ・紙・他 

 ５ 分 自分で紙に書いて調べる                      

 10 分 インターネットをつかって調べた。            

/ 

(  ) 

何を使って調べますか。 イ・紙・他 

    分                                    

   分                                

何を使って調べましたか。 イ・紙・他 

    分                              

    分                              

表６ 実際に使用したプロンプト 

表５ 検証授業の指導内容 

表７ 振り返りの実際 

振り返り  
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(3) 生徒の自己評価と学力の関連 

生徒の授業理解度に関する自己評価と学力の相関

関係について、小テストの結果から検討した。小テス

トは教科書の「まとめ」ページと同程度の難易度とし、

全 13 問 13 点満点で実施した。その結果、授業理解度

の平均が高い生徒ほど得点も高く、自己評価と知識・

技能の定着には一定の関連があることを確認した（表

８）。 

(4) 授業後のフィードバックについての加筆と修正 

生成ＡＩによる自動生成フィードバックは、個々の生徒の学習活動や授業内での具体的な行

動、個別の課題に即した対応が十分でない場合があった。そこで、本研究で行った、教員によ

る加筆・修正の具体的な実践例を以下に３点示す。 

ア 教員による学習活動への価値付けの加筆 

 

イ 努力を要すると評価される生徒への具体的な指導と次時へのつなぎ 

 

 

 

生成ＡＩによるフィードバックは、生徒の学習過程や成果に対する一般的な評価にとどまる傾向があ

った。例えば、授業内で発表を行った生徒に対し、生成ＡＩは発表行為自体への言及がなかった。そこ

で教員は、生徒が行った具体的な学習活動に対して価値付けを加筆し、生徒の学習行動を積極的に承認

した。このように、生成ＡＩによる自動化と、授業内の行動・発言についての教員による評価を組み合

わせることで、より動機付けにつながるフィードバックを行った。 

生徒の記述（８時間目 めあて：星形多角形の先端の角の和を求めよう） 

最初自力で求めていたけれど、わからなくてインターネットを使って求め方を調べたら、分かりやすい

のが出てきてちゃんと理解できたので良かったです。同じ考え方でも少し違うのがびっくりしました。 

生成ＡＩによるフィードバック 教員の加筆・修正後 

自分で調べて理解を深めた姿勢がとても

素晴らしいです。同じ問題でも考え方が

いくつもあることに気付けたのは大きな

成長です。今後も自分で調べたり、いろ

いろな方法を比べてみることを続けてく

ださい。 

自分で調べて理解を深めた姿勢がとても素晴らしいです。同

じ問題でも考え方がいくつもあることに気付けたのは大き

な成長です。今後も自分で調べたり、いろいろな方法を比べ

てみることを続けてください。発表上手でした！図を用いて

説明してくれたことで、クラス全体の理解も深まりました。

分かりやすい説明をありがとう。 

生成ＡＩによるフィードバックは、努力を要すると評価される生徒に対して一般的な助言を与えるに

とどまる場合が多かった。これに対し教員は、用語の理解や図形認識のポイントを具体的に指摘し、「ま

ずは同位角と錯角の違いを整理しましょう。錯角はＺの内側にある角です。一緒に確認しましょう。」

といった、次時につながる具体的な指導のコメントを加えた。さらに、次時の授業開始前に個別指導を

行い、用語の意味や角の位置関係を、図を用いて確認することで、理解の定着を図った。 

このように、生成ＡＩによる一般的な助言に、教員が生徒一人一人の課題に即した具体的な指導を加

えることで、学習支援の質を高めることができた。 

生徒の記述（４時間目 めあて：同位角と錯角について知ろう） 

今日の授業で一番難しく思ったのは錯角です。どういうふうに見分けたらいいか分からなくてすぐに答

えられないです。あと問題に同位角や錯角など新しく習った言葉などが入ってくると意味が分からなく

なって難しく感じます。 

生成ＡＩによるフィードバック 教員の加筆・修正後 

錯角の見分け方が難しいと感じていること、問題

に新しい用語が出てくると意味が分からなくなっ

てしまうことに気付けているのはとても良いで

す。分からない部分は、図や式を使って整理した

り、友達や先生に質問してみましょう。繰り返し練

習することで、少しずつ理解が深まります。新しい

言葉や性質も、使いながら覚えていきましょう。 

錯角の見分け方が難しいと感じていること、問題に

新しい用語が出てくると意味が分からなくなって

しまうことに気付けているのはむしろ良いことで

す。まずは同位角と錯角の違いを整理しましょう。

錯角は、Ｚの内側にある角です。次の時間に一緒に

確認しましょう。 

※次の授業開始前の休み時間で個別指導を行った。 

表８ 授業内の生徒の自己評価と学力の関係 
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ウ 記述内容への価値付けの強化 

こうした取組を、単元を通して、３クラス全てに対して行った。 

(5) 生徒の振り返りの記述を生かした授業改善 

「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」（国立教育政策研究所,2020）

を参考に授業改善を図った。以下に、具体的な実践例を３点示す。 

ア 生徒の気付きを基にした性質の一般化 

 

イ 既習内容との関連付けによる学習の連続性の強化 

 

ウ 個別指導による理解の深化 

(6) 学習を調整しようとする側面の可視化 

単元の途中で、「３ 開発研究(2)」で示した、生徒が学び方や進め方を選択し、その過程を振

り返りとして言語化できる授業を実践した。その結果、学習方略の選択、理解の確認や次の課

題設定といった、「自らの学習を調整しようとする側面」が振り返りの記述に表れた。 

生徒が数学的な論理構造や一定の前提に基づく考え方（公理的な考え方に関わる視点）に気付いた場

合、生成ＡＩは一般的な励ましにとどまる傾向が見られた。教員は、以下のように専門的な知識や視点を

加筆し、生徒の新たな気付きや思考の深まりを積極的に評価した。 

このように、生徒が自身の考えを意味あるものとして捉え、数学的に探究しようとする姿勢につながる

よう、価値付けを強化した。 

生徒の記述（５時間目 めあて：平行線の同位角と錯角の関係について知ろう） 

平行線の性質や平行線になるための条件についてこれ以上深追いしなくていいということになっている

そうですが、そういうものもあるんだなと思いました。 

生成ＡＩによるフィードバック 教員の加筆・修正後 

新しい視点をもてているのが良いですね。気にな

ったことや疑問は、自分で調べたり友達や先生に

聞いてみることで、より理解が深まります。自分

の疑問を大切にし、学びを広げていきましょう。

説明する力も少しずつ伸ばしていきましょう。 

そうです！数学では、これ以上は証明せず前提として

扱う「決まり」があります。数学ではこうした考え方

を公理といいます。新しい視点をもてているのが良い

ですね。気になったことは、自分で調べたり友達や先

生に聞いてみることで、より理解が深まります。 

次の生徒記述は、外角の性質を活用した効率的な解法に気付き、その性質の一般化の可能性について

考察している点で、高度な数学的思考を示している。この気付きを受け、次時の授業では「三角形の外角

は、それととなり合わない内角の和に等しい」ことを全体で再確認する活動から授業を開始した。生徒の

発見を全体で共有することで、既習の内角の性質を使うよりも、外角の性質を利用する方がより簡潔に

角の大きさを求められることへの理解を深めることを意図した。 

生徒の記述（６時間目 めあて：角の大きさを求めよう） 授業改善 

いろいろな角の大きさを求めることができた。求めたい角を外角として、それ以

外の内角の和を使って求める方法がやりやすいと思った。最初は三角形の全ての

角の大きさを求めて 180°から引いていたが、外角を利用すればよいことに気付い

た。また、外角がそれ以外の内角の和に等しい性質は、多角形にも通用するのか

考えてみたところ、どんな多角形でも成り立つことが分かった。 

次時の授業で「三角形

の外角は、それととな

り合わない内角の和

に等しい」ことを再確

認した。 

次の生徒記述は、小学校での経験と中学校で学ぶ合同条件を関連付け、合同条件が単なる作図手順では

なく数学的根拠を示す条件であることや、説明の仕方が論理の保証に関わることに気付いている。 

 本単元では、当初より小学校算数との関連を踏まえた指導を計画していたが、生徒の振り返りから、既

習内容とのつながりを捉えている様子が見られたことを受け、次時の授業では小学校で学んだ内容との

関連を再確認し、生徒が既習内容と新しい知識を結びつけ、学習の連続性を意識できるようにした。  

生徒の記述（10 時間目 めあて：三角形の合同条件を考えよう） 授業改善 

今日学んだ三角形の合同条件は、小学校で合同な三角形を書く方法を考えたこと

につながっていると思った。小学校では自分のやり方でよいと言われていたが、

今日の授業で、それらは根拠のある方法であり、説明の仕方によっては合同とは

言えなくなることが分かった。考え方だけでなく、説明の仕方も大切だと感じた。 

小学校で学んだ合同

な図形の作り方と、三

角形の合同条件との

関係を再確認した。 

次の生徒記述は、角の性質と平行線の条件を関連付けようとする意図があるものの、それらを用いた角

度の求め方が明確には示されていない。そこで、授業改善の一環として次時の授業で個別指導を重点的に

行い、角の性質と平行線の関係を基に角度の求め方を指導した。 

生徒の記述（６時間目 めあて：角の大きさを求めよう） 授業改善 

対頂角は等しい 同位角、錯角が等しい←→２直線が平行 
角の性質と平行線の関係を基に、角度

の求め方について個別指導を行った。 
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以下の内容は、生徒が自らの学習状況を意識しながら学びを進めたことを示している。 
 

この記述から、単に答えを得ることにとどまらず、自らの理解状況を踏まえて学習方法を選

択し、次の学習課題を設定しようとする様子が読み取れる。 

５ 検証授業後の変容 

検証授業前後に実施した質問紙調査の結果及び検証授業を通して得られた生徒の記述から、

本研究の成果と課題について分析を行った。 

(1) 検証授業前後の変化 

検証授業の前後で、生徒の主体

的に学習に取り組む態度の二つの

側面に変化が見られた。まず、「粘

り強い取組を行おうとする側面」

に関連する設問「数学の授業にお

いて、難しいと感じる問題でも、最

後まで諦めずに取り組んでいます

か」において、「当てはまる」と答

えた生徒が 39.1％から 51.1％に増加した（図５）。また、違う視点からも

検証すべく、補足となる別設問「数学のよさを感じながら、粘り強く考え、

数学的活動に自ら進んで取り組むことができましたか。」において、62.5％

の生徒が「当てはまる」と回答した（図６）。なお本調査では、数学的活動

について、生徒に捉えやすくするために、「平行な２直線間にある角 x の求

め方を考えることなどです。」と説明している（図７）。 

次に、「自らの学習を調整しようとする側面」に関連する設問「授業後に分かった点やよく分

からなかった点について、見直していましたか」において、「当てはまる」と答えた生徒が 22.8％

から 34.5％に増加した（図８）。また、「授業での振り返りを次の数学の学習につなげているか

どうかの調査です。次時に勉強し

たいと思うことが見つかった。」

の設問では、「当てはまる」と答え

た生徒が 20.2％から 30.9％に増

加した（図９）。 

(2) 自由記述の内容 

「今後、数学の学習に対してど

のように取り組んでいきたいで

すか。」という自由記述の設問で

は、復習や反復練習、質問、ノー

生徒の記述（８時間目 めあて：星形多角形の先端の和を考えよう） 

印をつけた５つの角の和を求める問題が出たが、インターネットで求める方法を調べてみると、この図形

は「五芒星（ごぼうせい）」という名前であることを知り、他の複雑な図形にも名前があるのではないかな

と思った。五芒星の５つの角の和をどのような方法で求めるのか自分で考えてみたがわからなかったので、

友達のところにいって方法を聞いたり、インターネットで調べることでたくさんの方法を知ることができ

たけれど、今度から自分で求められるようにこの問題の解き方を何度も解き直して、定着していきたい。 

図８ 数学の授業で、分かった点やよく分からなかった点

について、見直していましたか。（n＝90） 

図７ 数学的活動の 

説明に用いた図 

図５ 数学の授業で、難しいと感じる問題でも、 

最後まであきらめずに取り組んでいますか。（n＝90） 

図６ 数学のよさを感じながら、粘り強く考え、数学的活動

に自ら進んで取り組むことができましたか。（n＝90） 

事後  

図９ 授業での振り返りを次の数学の学習につなげているかどうかの

調査です。次時に勉強したいと思うことが見つかった。（n＝90） 
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トへの記録など、次時以降の学習行動を示す記述が全体の 72.2％に見られた（図 10）。 

第４ 研究の成果 

検証授業前後に実施した質問紙調査の結果から、生徒の「粘り強い取組を行おうとする側面」

及び「学習を調整しようとする側面」の双方において、向上が見られた。 

 本研究で行った、デジタルによる毎時間の振り返りと教員によるフィードバックを継続し、

生徒の学習状況に応じた授業を行ったことは、生徒の「主体的に学習に取り組む態度」の育成

に有効であることが示唆された。 

第５ 今後の課題 

本研究では、対象とする生徒数が増えるにつれて、生成ＡＩによるフィードバックの一人当

たりの文章量が短くなるなど、記述の具体性や個別性を確保しにくい場面が見られた。今後は、

プロンプトの工夫に加え、人数規模が大きい場合でも、生徒の記述内容や学習状況に即したフ

ィードバックを維持するための方策を検討する必要がある。 

また、生徒の端末操作には個人差があり、入力に時間を要したり、誤入力が生じたりする場

面が散見された。その結果、入力が円滑に進まず、教員からのフィードバックを授業内または

適切なタイミングで受け取ることができない場面も見られた。 

 このような状況の中で、「デジタルで行ったことにより、先生から毎回コメントをもらえるこ

とは良かった。」という設問に対して、否定的に回答した生徒が 10.3％見られた（図 11）。これ

らの結果から、デジタルによるフィードバック自体の価値は認めつつも、フィードバックを受

け取ることができず、活用する経験が十分でなかった生徒にとっては、その有用性を実感しに

くかった可能性があると考えられる。今後は、入力手順を標準化した生徒用マニュアルを整備

するなど操作面での支援を行うとともに、プロンプトの工夫や教員による加筆・修正を行うこ

となどを通して、フィードバックの質の向上を図る必要がある。 

なお、本研究で用いたデジタル振り返りシートの取組や考え方は、教科特性に応じた振り返

りの観点やフィードバックの在り方を検討することにより、他教科への活用や所見作成への活

用など、更なる展開の可能性も

考えられる。 

 図 11 デジタルで行ったことにより、先生から毎回コメントをもらえ

ることは良かった。（ｎ＝90） 

 

図 10 自由記述「今後、数学の学習に対してどのように取り組んでいきたいですか。」の内容と分析 


